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薬剤疫学研究における自己対照研究手法の有用性 

 

【背景】 

医療情報データを利用した薬剤疫学研究で薬剤の効果あるいはリスクを評価するとき、医

療情報データの多くが研究を目的として収集されたものでないため、重要な交絡因子に関

する情報が不足している場合がある。そのため、興味のある薬剤と適応の重なる薬剤を

Active comparator とした研究を行う場合が多い。 

しかし、Active comparator を用いた研究手法では非曝露を対照とした薬剤の効果を直接推

定できないという課題がある一方、イベントを発症したケースのみを解析対象とする自己

対象研究手法は、非曝露を対象とした比較が可能であるため、非曝露を対象としたいリサ

ーチクエスチョンにおいて有用である可能性がある。 

【内容】 

本発表では、Active comparator を用いた研究デザインの概要や意義、限界について述べる

とともに、代表的な自己対象研究手法の概要や性質について述べる。さらに、卒業論文に

向けた研究計画案を示す。 
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